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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

○ 絵本　山頭火 
画　平 井 光 典 
文　志 村 有 弘 

 
　だまって今日の草鞋穿く 
 
　亡き平井光典先生は、筑後市にお
住いのお医者さんであったが、画家、
作家、俳人と多彩なお顔の先生であ
った。山頭火の句に添えられた絵は
ほのぼのとして味わい深い。 
　志村有弘氏の解説にも妙味が漂っ
ていて、絵と句が賞味される。 
　踏みわける萩よすすきよ　山頭火 

○ そうだったのか！アメリカ 
池  上　彰（ホーム社刊） 

　池上彰氏はNHK「週刊こどもニュ
ース」で顔なじみの報道記者であっ
た。去る３月退職。11月の一燈大学
に講師で迎えたとき、この一冊を頂
戴した。講演は「ニュースを読む」 
　興味深く聞いたのは、国によって
異なる世界地図。わが国が世界の中
心。イギリス、アメリカ、みんな自
分の国がまんなかに位置する。宇宙
から見た世界地図だけが国境がなく、
緑と砂漠の色わけ。小、中学校の先
生たちに聴いていただきたい講演で
あった。この本では、アメリカの素
顔が見えてくる。 

私の稀覯本ノート　その17 
椎窓　猛 

 

○ 私の『言志四録』 
　　─人生を読む旅─　小島　直記  
　昭和58年12月15日、実業之日本
社発行。もし、この一冊を先生より
頂戴しなかったら、私は『言志四
録』。これを綴った江戸時代後期の
儒学者佐藤一斎を知り、学び得たか
どうか。おそらくこれほど関心を寄
せたか、ＮＯであろう。これは私の
生涯にとって、作家小島先生との邂
逅、恩寵である。この本は小島先生
のサイン本である。小島先生は還暦
一年目、落ち葉舞いしきるヨーロッ
パへの旅に、この『言志四録』を持
っていき、旅のつれづれに、これを
ひもとき随想を述べられている。 
　「血気には老少有りて、志気には 
　　老少無し」 
　この言葉を基に、先生は八女公園
に建立の碑に「志」と題し、揮毫さ
れた。「一燈を提げて暗夜を行く」。
暗夜を憂うること勿れ。只一燈を頼
め」この言葉より啓示をうけ、「八
媛ふるさと一燈大学」の名がついた。 

（自分史図書館長） 
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○ 久留米藩難から新選組まで 
　（海鳥社刊）　　　　　松本　茂  
　松本茂さんは久留米の郷土史家で
あり、「国際写真サロン」に５回も
入選というカメラマンでもある。こ
の本のご恵贈には、お便りがつけら
れていた。「梅花香る候となりまし
た。このたび『自分史図書館』に拙
著をご所望戴き光栄に存じます。温
故知新に少しでも役にたつことがあ
りましたら嬉しく存じます。本書に
は筑後溝口のことについても述べて
います。」幕末久留米藩の動向から、
佐賀の乱、西南の役、新選組隊士考
と興味深い事件事象が記述されてい
るが、旧古川村の溝口は、筆者松本
さんのご尊父の本籍地であったそう
で、小学生の頃、自転車を漕いで行
った思い出が綴られている。そこに
は、古刹光讃寺門前の巨大な樟の木
が立っていて目標となったよし。九
州製紙の起源、「溝口紙」にまつわ
る興味深い話が記述されている。た
とえば「風船爆弾」のことなどもー。 
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節くれの指 
炎の村へ 

女子挺身隊甘木日記 
 
歌集　石蕗の花影 
古川利三郎　想い出画集 

続　水明書院主人文集 
 
鉄塔 
青き未練 

○ 墓島からの生還 
見藤千代治 

 
　この著書にはつぎのよう
な手紙が添えてあった。「こ
のたび佐賀鳥栖にお住まい
の山口昌登様より、自分史
図書館に送られたらとのすゝ
めによる・・・」とのいき
さつがしたゝめられていた。
見藤さんは、ブーゲンビル
島で、防疫給水部衛生曹長
として中国大陸から、飢え
と病気に苦しむブーゲンビ
ル島での生と死の間での生
活が綴られている。 
　復員後、60年近い歳月が
過ぎ、妻を失くして間もな
く僧侶の長男のすゝめで戦
争体験記を書く意を決した
と述べられている。 

○ 死に損のうて 
石原　　子 
小泉理恵子 

 
　手書きの香椎、町地図に
よる装幀がユニーク。石原
さんのまさに自分人生史。
満州奉天で生まれ、平壌で
育ったが、昭和18年、祖
母のいる香椎へ、家族と離
れ内地留学。だが小学生時
代は食糧難、お弁当箱はサ
ツマ芋。昭和20年10月、
父母一家乗船の引揚船「珠
丸」機雷にふれ沈没。以後
祖母との暮らし。夕刊フク
ニチに連載マンガの「サザ
エさん」をとくに愛読の思
い出。夫亡きあとも古書店
「あい書林」を経営。さら
りとした文章が好ましい。 

○ わが人生に悔いなし 
石井　勲  

　この一冊は、石井さんの人
生体験から、ほとばしりでた
提言の書といってもよろしい
ような気がする。 
　例えば　①その人がどんな
人生を送ってきたか、理想を
求めて生きる人の顔の輝き。
欲の皮だけで突っ張ってきた
人の獣じみた顔　②水は人間
にとって必需物質。いくら栄
養物をとっても水を飲まなけ
れば死んでしまう。　③浮羽
高女に赴任。ちなみに家内は
当時の教え子。ここに赴任し
なかったら、今の家庭はあり
得ない。一瞬が人生を左右す
る。④快便は健康の元。トイ
レ問題についても興味深い話
が豊富。 

○ 私のシベリア物語 
栗谷　票束 

 
　「遠く日本を離れて、エ
ニセー川の側に立ち、一人
感慨に更ける。珍らしく空
は晴れ渡り、故国に思いを
馳せているとき、今、眼前
に広がる風景は、広大な雪
の砂漠か、虚ろの世界か、
果てしなく続くであろう、
これからの苦難と悲哀を象
徴しているのかー」 
　四年間のシベリア抑留生
活から生還の栗谷さんは、
大正14年生まれ、今、鳥
栖に在住、当時をふりかえ
り記憶をたどりながら書い
たとあとがきにしるされて
いる。 

受贈図書紹介 蔵書目録 ができました 
￥１６０ 送料込（郵便切手可） 17

順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時30分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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